
 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染防止対策として、消毒用アルコールを使

用する機会が増えていますが、どのような消毒用アルコールが危険物

に該当するか解説します。 

 

★ 消防法上の危険物に該当する消毒用アルコールについて  

  消毒用アルコールは、アルコールの濃度が６０％以上（重量％） 

の製品が危険物に該当します。 

 
【例】「内容量の重さ１００ｇ」の消毒用アルコールがあるとします。 

   成分表示を見ると「エタノール ８０ｇ」と記載されています。 

   このときのアルコール濃度（重量％）は、 

 （８０/１００）×１００＝８０％となります。 

つまり、アルコール濃度（重量％）が６０％以上であることから、 

この消毒用アルコールは危険物に該当することがわかります。 
 

【補足】酒類等のアルコール度数表示は、体積％による表示のため、消防法上 

の危険物に該当するか判断するためには、体積％から重量％に変換する 

必要があります。酒類等は、アルコール度数６７度前後から危険物に該 

当する場合があります。 

 
★ 使用する前に容器表面の表示を確認しましょう  

危険物に該当する消毒用アルコールには、法令で容器表面に 

表示が義務づけられています。 

 
【表示項目】危険物に該当する消毒用アルコールの表示例 

１ 危険物の品名：第四類・アルコール類 

２ 危険等級：危険等級Ⅱ 

３ 化学名：エタノール 

４ 水溶性（第四類のうち、水溶性の 

危険物の場合のみ表示しています。） 

５ 危険物の数量：１Ｌ 

６ 危険物の類別に応じた注意事項：火気厳禁 

 
 

危険物に該当する消毒用アルコールとは 

 
容器の表面に記載されている表示を

確認してから使用しましょう！！ 
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消毒用アルコールには危険物に該当するものがあり、取扱いを誤る

と、火災等を引き起こすおそれがあります。 

ここでは、消毒用アルコールの安全な使い方をご紹介します。 

なお、ウォッカ等のアルコール濃度の高い酒類を使用して消毒する

場合でも同様の危険性があります。 
 

★ 火気の近くでは使用しないようにしましょう  

手指消毒の際に使用する消毒用アルコール 

は、蒸発しやすく、可燃性蒸気となるため、 

火源があると引火するおそれがあります。 

消毒用アルコールを使用する付近では、喫 

煙やコンロ等を使用した調理など火気の使用 

はやめましょう。 
 
 

 
 

★ 詰替えを行う場所では換気を行いましょう  

消毒用アルコールの詰替えを行うときに可燃性蒸気が発生するおそ 

れがあり、この可燃性蒸気は空気より重く、低所に滞留しやすい性質 

があります。 

消毒用アルコールの詰替えを行う場所は、通風性の良い場所や常時 

換気が行える場所を選び、可燃性蒸気を滞留させないようにしましょ 

う。  

 
★ 直射日光が当たる場所に保管することはやめましょう  

消毒用アルコールを直射日光の当たる場所に 

保管すると、熱せられることで、可燃性蒸気が 

発生します。 

保管場所は、直射日光が当たる場所を避けま  

しょう。   

消毒用アルコールの取扱いについて 
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危険物に該当する消毒用アルコールを貯蔵・取扱う場合、消防法

または火災予防条例により、その数量に応じて消防署へ申請また

は届出が必要となります。 

危険物に該当する消毒用アルコールは、消防法では、第四類・

アルコール類に分類されます。 

★ 消毒用アルコール（第四類・アルコール類）を 

貯蔵・取扱う場合  
消防法または火災予防条例の手続きを整理したものが下の表です。 

貯蔵・取扱う数量 届出・申請の有無 

８０Ｌ未満 届出・申請の必要はありません 

８０Ｌ以上４００Ｌ未満 届出が必要です 

４００Ｌ以上 申請が必要です 

 

 

貯蔵・取扱いを常時行うか、一時的に行うかによって、貯蔵・取扱

いの方法について求められる基準が異なります。 

★ 常時、貯蔵・取扱う場合の届出・申請の場合  

消防法令または火災予防条例で定めている技術上の基準を 

満たす必要があります。 
 

★ 一時的に貯蔵・取扱いを行う場合の届出・申請の場合  

消防法令または火災予防条例で求めている技術上 

の基準に準じた火災予防上の安全対策を講じる 

必要があります。 
  

 

手続き関係について、ご不明な点がございましたら、 

お近くの消防署へお問合せください。 

消毒用アルコールを貯蔵・取扱う場合の 

消防署への届出、申請について 
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